
論　文

254（65）──

映
画
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』
を
漢
文
教
材
に
す
る湯　

城　

吉　

信　
（
大
東
文
化
大
学
文
学
部
）

U
sing the m

ovie L
iang Shanbo and Zhu Y

ingtai as classical 
Chinese teaching m

aterials

Yoshinobu Y
U

K
I

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
一
九
六
三
年
の
映
画
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』（
梁
山
伯
と
祝
英
台
）
を
漢
文
教
材
と
し
て
提
案
し
た
い
。

『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』
は
、『
白
蛇
伝
』『
孟
姜
女
』『
牛
郎
織
女
』
と
と
も
に
、
中
国
四
大
民
間
伝
説
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
た
び
た
び
映
画
化
も
さ
れ
て
い
る
（
注
1
）
が
、

本
稿
で
取
り
上
げ
る
映
画
は
そ
の
中
で
も
特
に
人
気
を
博
し
た
。
こ
の
映
画
は
、
黄
梅
調
映
画
と
呼
ば
れ
る
中
国
風
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
、
そ
の
歌
は
文
語
調
で
あ
り
な
が
ら

通
俗
的
で
わ
か
り
や
す
い
。
日
本
の
伝
統
音
楽
、
文
芸
の
要
素
が
演
歌
に
凝
縮
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
の
音
楽
、
文
芸
が
最
大
公
約
数
的
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

本
稿
で
漢
文
教
材
と
し
て
同
作
品
を
提
案
す
る
理
由
は
、
わ
か
り
や
す
い
漢
文
教
材
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

一　

黄
梅
調
映
画
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』（
一
九
六
三
年
）
に
つ
い
て

黄
梅
調
映
画
と
は
、
湖
北
省
の
採
茶
劇
に
ル
ー
ツ
を
持
ち
、
直
接
的
に
は
安
徽
省
の
黄
梅
劇
が
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
京
の
京
劇
や
浙
江
省
の
越
劇
の
要
素
も
吸
収

し
て
発
展
し
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
中
国
本
土
の
映
画
人
が
こ
れ
ら
の
地
方
劇
の
演
目
を
映
画
化
し
た
も
の
が
初
期
の
黄
梅
調
映
画
で
あ
る
。
今
日
一
般
に
言
わ
れ
る
黄
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梅
調
映
画
と
は
、
そ
れ
ら
が
香
港
へ
流
入
し
、
現
地
映
画
人
が
広
東
省
の
粤
劇
の
要
素
を
加
え
た
も
の
の
こ
と
で
、
広
東
オ
ペ
ラ
と
も
呼
ば
れ
る
映
画
ジ
ャ
ン
ル
の
こ
と
で

あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
一
種
の
歌
劇
（
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
黄
梅
調
映
画
の
巨
匠
と
さ
れ
る
の
が
、
一
九
五
〇
～
七
〇
年
代
、
香
港
最
大
手
映
画
ス
タ
ジ
オ
の
邵
氏
製
片
廠
（
シ
ョ
ウ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
）
に
在
籍
し
た
李
翰
祥
で

あ
る
。
一
九
五
八
年
に
彼
が
撮
っ
た
『
貂
蝉
』
は
香
港
最
初
の
黄
梅
調
映
画
で
あ
り
、
翌
年
、
同
じ
く
李
翰
祥
に
よ
る
『
江
山
美
人
』
に
よ
っ
て
黄
梅
調
映
画
は
最
盛
期
を

迎
え
る
。

一
九
六
三
年
、
こ
の
動
き
に
乗
じ
た
の
が
、
当
時
、
邵
氏
製
片
廠
の
ラ
イ
バ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
で
あ
っ
た
電
影
懋
業
公
司
（
国
泰
・
キ
ャ
セ
イ
）
で
あ
る
。
一
九
五
四
年
に

上
海
で
映
画
化
さ
れ
、
香
港
で
も
人
気
の
あ
っ
た
中
国
の
民
承
説
話
で
も
あ
る
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』
を
リ
メ
イ
ク
す
る
こ
と
を
発
表
す
る
と
、
邵
氏
製
片
廠
は
こ
れ
に
真

正
面
か
ら
競
合
す
る
。
こ
う
し
て
撮
影
さ
れ
た
の
が
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』（
梁
山
伯
と
祝
英
台
）
で
あ
る
（
監
督
は
李
翰
祥
）。

物
語
は
、
祝
家
の
一
人
娘
・
英
台
と
梁
家
の
書
生
・
山
伯
の
恋
物
語
で
あ
る
。
王
道
と
も
言
え
る
「
報
わ
れ
ぬ
恋
路
」
を
描
い
た
も
の
で
、
中
国
版
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
』
と
も
言
わ
れ
る
。
英
台
は
楽
蒂
と
い
う
女
優
が
、
山
伯
は
凌
波
と
い
う
こ
れ
も
女
優
が
演
じ
た
。
楽
蒂
の
歌
は
吹
替
え
だ
が
、
凌
波
は
本
人
が
歌
っ
て
い
る
。
古

典
美
人
と
言
わ
れ
た
楽
蒂
の
魅
力
に
美
し
い
歌
や
画
面
（
セ
ッ
ト
）
の
魅
力
も
加
わ
り
、
台
湾
な
ど
中
華
圏
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
（
注
2
）。

こ
の
映
画
中
の
歌
は
、
メ
ロ
デ
ィ
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
お
り
、
だ
い
た
い
は
七
言
四
句
が
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
填
詞
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
文
句
は
七
言
の
調
子
に
慣
れ
る
の
に
格
好
の
教
材
と
な
る
。
以
下
、
物
語
を
た
ど
り
つ
つ
、
漢
文
教
材
に
で
き
そ
う
な
原
文
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

二　
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』
の
あ
ら
す
じ
お
よ
び
教
材
に
で
き
そ
う
な
原
文

（
一
）　
「
英
台
別
家
＊
」（
英
台　

家
に
別
る
）
─
英
台
の
望
み　
　

＊
参
考
文
献
Ｃ
で
の
題
名
。
以
下
同
様
。

冒
頭
、
祝
英
台
が
屋
敷
で
た
め
息
を
つ
く
様
子
が
映
し
出
さ
れ
る
。
そ
の
時
の
歌
：

「
祝
英
台
在
閨
房
、
無
情
無
緒
意
彷
徨
。
眼
看
学
子
求
師
去
、
面
対
詩
書
暗
自
傷
。」

【
訓
読
】　

祝
英
台
は
閨
房
に
在
り
て
、
情
無
く
緒
無
く
意
は
彷
徨
す
。
眼
に
学
子
の
師
を
求
め
て
去
る
を
看
、
面
は
詩
書
に
対
し
て
暗
（
ひ
そ
）
か
に
自
ら
傷
む
。

【
大
意
】　

祝
英
台
は
寝
室
で
、
気
も
そ
ぞ
ろ
。
少
年
達
が
学
び
に
行
く
の
を
見
て
、
書
物
を
見
て
は
た
め
息
を
つ
い
て
い
た
。
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英
台
は
計
を
巡
ら
す
。
仮
病
を
託
っ
た
後
、
男
装
し
て
医
者
に
化
け
て
（
注
3
）
父
母
と
面
会
し
、
娘
の
心
の
病
を
直
す
に
は
男
装
さ
せ
て
学
校
に
行
か
せ
る
し
か
な
い

と
言
う
。
さ
ら
に
、「
男
装
を
見
破
れ
な
か
っ
た
ら
娘
を
行
か
せ
る
」
と
い
う
約
束
を
取
り
付
け
た
後
、
自
ら
の
素
性
を
明
か
す
。
だ
ま
さ
れ
た
父
母
は
や
む
な
く
英
台
の
杭

州
の
学
校
へ
の
旅
立
ち
を
認
め
る
。

（
二
）　
「
柳
蔭
結
拝
」（
柳
蔭
に
て
結
拝
す
（
＊
兄
弟
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と
））
─
杭
州
へ

場
面
は
、
の
ど
か
な
郊
外
。
召
使
と
と
も
に
、
意
気
揚
々
と
杭
州
に
向
か
う
梁
山
伯
が
映
し
出
さ
れ
る
。
そ
の
時
の
情
景
描
写
の
歌
：

「
遠
山
含
笑
、
春
水
緑
波
映
小
橋
。
行
人
来
往
陽
関
道
、
酒
簾
高
掛
紅
杏
梢
。
緑
蔭
深
処
聞
啼
鳥
、
柳
糸
不
住
随
風
飄
。」

【
訓
読
】　

遠
山　

笑
を
含
み
、
春
水
の
緑
波　

小
橋
に
映
ず
。
行
人
は
陽
関
＊
の
道
に
来
往
し
、
酒
簾
は
紅
杏
の
梢
に
高
く
掛
る
。
緑
蔭
の
深
き
処
に
啼
鳥
を
聞
き
、
柳

糸
は
住
（
と
ど
ま
）
ら
ず
風
に
随
ひ
て
飄
ふ
。

　
　
　
　

＊
陽
関
道
は
大
通
り
、
出
世
街
道
。

【
大
意
】　

遠
山
は
微
笑
み
、
春
の
川
の
緑
の
波
は
小
橋
に
映
る
。
通
行
人
は
意
気
揚
々
と
歩
み
、
飲
み
屋
の
暖
簾
が
杏
の
梢
で
靡
く
。
緑
の
木
陰
の
奥
で
鳥
が
啼
き
、
柳

の
枝
は
ず
っ
と
風
に
そ
よ
い
で
い
る
。

召
使
が
「
道
連
れ
が
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
祝
英
台
と
そ
の
召
使
が
現
れ
る
。
と
も
に
杭
州
の
学
校
に
行
く
途
中
だ
と
知
っ
た
二
人
は
会
話
を
始

め
る
。

梁
山
伯
「
我
们
中
途
相
逢
、
真
是
三
生
有
幸
。」（
途
中
で
お
知
り
合
い
に
な
れ
る
と
は
、
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
す
。）

英
台
が
「
仁
兄
有
所
不
知
」（
ご
存
じ
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
）
と
前
置
き
し
て
妹
の
こ
と
（
そ
の
実
自
分
の
こ
と
）
を
語
り
出
す
。
そ
の
時
の
歌
：

「
家
中
小
妹
志
高
強
、
要
与
男
児
争
短
長
。
脂
粉
不
需
需
筆
墨
、
釵
鈿
不
愛
愛
文
章
。
一
心
随
我
杭
城
去
、
兄
妹
双
双
共
学
堂
。
無
奈
爹
爹
頭
脳
旧
、
女
児
不
許
出
閨
房
。」

【
訓
読
】　

家
中
の
小
妹　

志
高
強
に
し
て
、
男
児
と
短
長
を
争
ふ
を
要
（
も
と
）
む
。
脂
粉
は
需
（
も
と
）
め
ず
筆
墨
を
需
（
も
と
）
め
、
釵
鈿
は
愛
せ
ず
文
章
を
愛
す
。

一
心
に
我
に
随
ひ
て
杭
城
に
去
り
、
兄
妹
双
双
（
と
も
ど
も
）
学
堂
を
共
に
せ
ん
と
す
。
奈
（
い
か
ん
）
と
も
す
る
無
し　

爹
爹
（
た
た
）
頭
脳
旧
く
、
女
児
の

閨
房
を
出
づ
る
を
許
さ
ざ
る
を
。

【
大
意
】　

我
が
家
の
妹
は
志
が
高
く
、
男
子
と
競
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
白
粉
で
は
な
く
文
房
具
を
欲
し
が
り
、
簪
よ
り
も
文
章
が
好
き
で
す
。
私
と
と
も
に
杭
州
に
行

き
、
共
に
学
校
で
学
び
た
が
っ
た
の
で
す
が
、
父
の
頭
が
堅
く
、
家
を
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
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そ
れ
に
対
す
る
梁
山
伯
の
返
し
：

「
天
生
男
女
本
公
平
、
人
世
荒
唐
不
近
情
。
…
」

【
訓
読
】　

天
生　

男
女
本
公
平
な
る
に
、
人
世
荒
唐
に
し
て
情
に
近
か
ら
ず
。
…

【
大
意
】　

本
来
、
男
女
は
公
平
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
人
の
世
は
何
と
無
茶
苦
茶
な
こ
と
だ
。
…

意
気
投
合
し
た
二
人
は
義
兄
弟
の
契
り
を
果
た
す
。
そ
の
時
の
山
伯
の
台
詞
：

「
無
兄
無
弟
感
孤
単
、
水
遠
山
長
行
路
難
。
如
蒙
兄
長
不
嫌
棄
、
与
君
結
義
訂
金
蘭
。」

【
訓
読
】　

兄
無
く
弟
無
く
孤
単
に
感
じ
、
水
遠
く
山
長
く
行
路
難
（
か
た
）
し
。
如
（
も
）
し
兄
長
が
嫌
棄
せ
ざ
る
を
蒙
れ
ば
、
君
と
義
を
結
び
て
金
蘭
を
訂
（
さ
だ
）

め
ん
。

【
大
意
】　

兄
弟
も
な
く
孤
独
に
思
い
、
遠
い
道
の
り
で
行
く
の
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
お
認
め
く
だ
さ
る
な
ら
、
金
蘭
の
契
り
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
に
対
す
る
英
台
の
返
し
：

「
求
師
同
是
別
家
園
、
萍
水
相
逢
信
有
縁
。
従
此
書
窓
得
良
友
、
如
兄
如
弟
共
鑽
研
。」

【
訓
読
】　

師
を
求
め
同
じ
く
是
れ
家
園
に
別
れ
、
萍
水
相
逢
ふ
は
信
（
ま
こ
と
）
に
縁
有
り
。
此
よ
り
書
窓
に
良
友
を
得
、
兄
の
如
く
弟
の
如
く
共
に
鑽
研
せ
ん
。

【
大
意
】　

師
を
求
め
共
に
故
郷
を
離
れ
、
浮
き
草
が
巡
り
会
え
た
の
も
ご
縁
で
し
ょ
う
。
今
後
、
書
窓
に
良
友
を
得
て
、
実
の
兄
弟
の
よ
う
に
共
に
研
鑽
を
積
み
ま
し
ょ

う
。（
注
4
）

時
に
、
英
台
は
数
え
で
十
六
歳
、
山
伯
は
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

（
三
）　
「
書
館
談
心
」（
書
館
に
て
心
を
談
ず
）
─
杭
州
の
学
校
で
の
様
子

場
面
は
、
杭
州
の
学
校
。
大
勢
の
学
生
が
書
物
を
念
じ
て
い
る
。
そ
の
様
子
を
描
写
す
る
歌
：

「
子
曰
詩
云
朗
朗
読
、
磨
穿
鉄
硯
用
功
夫
。
従
此
了
却
英
台
願
、
良
師
益
友
共
一
炉
。」

【
訓
読
】　

子
曰
く
、
詩
云
ふ
、
朗
朗
と
読
み
、
鉄
硯
を
も
磨
き
穿
ち
功
夫
を
用
ふ
。
此
よ
り
英
台
が
願
ひ
を
了
却
し
、
良
師
益
友　

一
炉
を
共
に
す
。



大東文化大学紀要〈人文科学編〉第 57 号（2019）

250（69）──

【
大
意
】　
「
子
曰
く
」「『
詩
経
』
に
云
う
」
と
声
を
上
げ
て
朗
読
し
、
硯
に
穴
が
開
く
ほ
ど
勉
強
す
る
。
英
台
は
宿
願
を
果
た
し
、
良
き
教
師
・
良
き
友
と
生
活
を
共
に
し

た
。

続
い
て
、
学
校
で
の
授
業
の
様
子
が
描
写
さ
れ
る
。
こ
の
場
面
は
経
書
の
文
句
の
羅
列
で
あ
り
、
一
般
学
生
に
対
す
る
漢
文
教
育
で
は
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
た
だ
、
経
書
の
暗
誦
を
中
心
す
る
旧
時
の
学
校
の
勉
強
の
様
子
を
彷
彿
と
さ
せ
る
点
に
お
い
て
、
中
国
学
、
特
に
思
想
を
専
門
と
す
る
学
生
に
と
っ
て
は
興
味
深
い
教

材
に
な
る
と
思
う
の
で
、
以
下
、
参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
（
煩
瑣
に
な
る
の
で
経
書
の
内
容
は
解
説
し
な
い
）（
注
5
）。

ま
ず
、
学
校
の
学
生
た
ち
は
経
書
（
四
書
の
一
つ
で
あ
る
『
大
学
』）
の
文
句
を
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
て
歌
う
。

学
生
：
「
大
学
之
道
、
在
明
明
徳
、
在
親
民
、
在
止
于
至
善
。
知
之
而
後
有
定
、
定
而
後
能
静
、
静
而
後
能
安
、
安
而
後
能
慮
、
慮
而
後
能
得
。」

次
に
、
教
師
が
言
っ
た
経
書
の
文
句
の
続
き
を
学
生
が
継
い
で
い
く
練
習
が
さ
れ
る
。

教
師
：
古
之
欲
明
明
徳
於
天
下
者
、

学
生
：
先
治
其
国
。

教
師
：
欲
治
其
国
者
、

学
生
：
先
斉
其
家
。

教
師
：
欲
斉
其
家
者
、

学
生
：
先
修
其
身
。

そ
の
次
に
は
、
個
々
の
学
生
を
指
名
し
て
、
経
書
を
覚
え
て
い
る
か
ど
う
か
が
試
さ
れ
る
。

教
師
：
子
曰
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
。（『
論
語
』
学
而
篇
）

指
名
さ
れ
た
学
生
：
有
朋
自
遠
方
来
、
不
亦
楽
乎
。

教
師
：
関
関
雎
鳩
、
在
河
之
洲
。（『
詩
経
』
国
風
）

英
台
：
窈
窕
淑
女
、
君
子
好
逑
。（
＊
こ
こ
は
、
二
人
の
恋
を
暗
示
す
る
の
で
あ
ろ
う
）

教
師
：
唯
女
子
与
小
人
為
難
養
也
。（『
論
語
』
陽
貨
篇
）

梁
山
伯
：
近
之
則
不
遜
、
遠
之
則
怨
。
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続
い
て
、
教
師
が
居
眠
り
し
て
い
る
学
生
を
諭
す
べ
く
、「
子
曰
飽
食
終
日
」（『
論
語
』
陽
貨
篇
に
あ
り
「
一
日
中
飽
食
に
ふ
け
っ
て
い
る
と
」
の
意
。
続
き
は
「
無
所
用

心
、
難
矣
哉
。（
始
末
に
終
え
な
い
）」）
と
投
げ
か
け
る
と
、
居
眠
り
し
て
い
た
学
生
は
、「
飽
食
終
日
」
を
繰
り
返
し
た
挙
げ
句
、「
不
餓
了
」（
腹
い
っ
ぱ
い
だ
）
と
言
っ

て
皆
の
笑
い
を
誘
う
。
教
師
が
「
真
是
朽
木
不
可
雕
也
」（『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
あ
り
「
腐
っ
た
木
は
彫
刻
し
よ
う
が
な
い
」
の
意
。
昼
寝
し
て
い
た
宰
予
に
孔
子
が
言
っ

た
こ
と
ば
）
と
ま
た
も
『
論
語
』
の
語
を
投
げ
か
け
る
と
、
居
眠
り
し
て
い
た
学
生
は
、
得
意
げ
に
「
糞
土
之
牆
不
可
杇
也
」（
ぼ
ろ
土
は
塗
り
固
め
ら
れ
な
い
）
と
正
し
く

続
け
、
さ
ら
に
笑
い
を
誘
う
。

授
業
後
、「
唯
女
子
与
小
人
為
難
養
也
。
近
之
則
不
遜
、
遠
之
則
怨
。」（
女
子
は
養
い
に
く
い
）
に
納
得
で
き
な
い
と
不
機
嫌
な
英
台
に
対
し
て
、
山
伯
は
、「
自
古
道
女

人
是
禍
水
。
…
自
古
以
来
、
為
女
人
而
亡
国
的
不
少
」（
昔
か
ら
女
は
禍
の
元
と
言
う
。
…
女
性
の
た
め
に
国
を
滅
ぼ
し
た
例
も
少
な
く
な
い
）
と
言
い
、
夏
の
桀
王
以
下
、

女
性
の
た
め
に
国
を
滅
ぼ
し
た
例
を
列
挙
し
、「
聖
人
之
言
伝
後
代
、
仔
細
想
、
再
思
裁
。
為
兄
之
言
、
該
不
該
。」（
今
に
伝
わ
る
聖
人
の
言
は
そ
の
意
味
を
熟
考
す
べ
き

だ
。
そ
う
だ
ろ
う
。）
と
聞
く
。

そ
れ
に
対
し
て
、
英
台
は
、「
古
来
多
少
女
賢
才
」（
昔
か
ら
才
女
は
多
い
で
し
ょ
う
）
と
言
い
、
女
媧
が
天
を
補
っ
た
話
か
ら
孟
母
三
遷
ま
で
、
女
性
が
活
躍
し
た
例
を

列
挙
し
て
反
駁
し
、「
兄
読
書
不
求
甚
解
、
是
非
黒
白
分
不
開
。
小
弟
之
言
休
見
怪
、
堪
笑
你
是
小
書
呆
。」（
お
兄
さ
ん
は
読
書
し
て
も
十
分
に
理
解
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
是

非
の
判
断
も
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
失
礼
を
恐
れ
ず
に
申
し
ま
す
が
、
あ
な
た
は
頭
で
っ
か
ち
の
書
生
で
す
よ
。）
と
締
め
く
く
る
。

そ
れ
に
対
す
る
山
伯
の
台
詞
：

「
茅
塞
頓
開
、
賢
弟
胸
中
有
大
才
。
愚
兄
我
一
知
半
解
、
論
文
章
不
及
賢
弟
台
。
従
今
後
、
苦
琢
磨
、
不
懈
怠
。
書
中
之
言
応
分
解
。」

（
目
か
ら
鱗
が
落
ち
ま
し
た
。
あ
な
た
は
本
当
に
賢
い
で
す
ね
。
私
は
生
半
可
な
理
解
で
到
底
あ
な
た
に
及
び
ま
せ
ん
。
今
後
は
も
っ
と
努
力
し
ま
し
ょ
う
。
本
の
中
の
言

葉
は
ち
ゃ
ん
と
理
解
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
ね
。）

そ
の
後
、
英
台
は
山
伯
に
女
だ
と
悟
ら
れ
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、
何
と
か
切
り
抜
け
る
。

（
四
）　
「
十
八
相
送
」（
十
八　

相
送
る
）
─
山
伯
、
英
台
を
送
る　
　

＊
十
八
は
十
八
里
。
二
人
が
出
会
っ
た
場
所
（
長
亭
）
ま
で
の
距
離
。

や
が
て
三
年
が
経
ち
、
英
台
は
故
郷
に
帰
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
の
情
景
描
写
の
歌
：

「
光
陰
如
箭
似
水
来
、
匆
匆
過
了
三
載
長
。
梁
山
伯
、
祝
英
台
、
情
重
如
山
深
如
海
。
一
箇
是
説
古
論
今
言
不
断
、
一
箇
是
嘘
寒
問
暖
口
常
開
（
一
人
は
常
に
相
手
の
こ
と
を

思
い
や
っ
て
い
る
。
：
英
台
の
こ
と
）。
転
眼
三
年
容
易
過
、
匆
匆
春
去
春
又
来
。」
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【
訓
読
】　

光
陰
箭
（
や
）
の
如
く
水
の
来
た
る
に
似
、
匆
匆
と
し
て
三
載
の
長
き
を
過
了
す
。
梁
山
伯
、
祝
英
台
は
、
情
の
重
き
こ
と
山
の
如
く
深
き
こ
と
海
の
如
し
。

一
箇
は
是
れ
古
を
説
き
今
を
論
じ
言
断
（
た
）
へ
ず
、
一
箇
は
是
れ
寒
き
を
嘘
（
ふ
）
き
暖
き
を
問
ひ
口
常
に
開
く
。
眼
を
転
ず
る
に
三
年
容
易
に
過
ぎ
、
匆
匆

と
し
て
春
去
り
春
又
た
来
た
る
。

【
大
意
】　

時
間
が
経
つ
の
は
矢
の
如
く
ま
た
流
れ
る
水
の
如
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
三
年
が
過
ぎ
た
。
梁
山
伯
と
祝
英
台
は
深
い
情
で
結
ば
れ
、
一
人
（
山
伯
）
は
古
今

を
論
じ
て
や
ま
ず
、
一
人
（
英
台
）
は
常
に
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
っ
て
い
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
三
年
が
過
ぎ
て
、
ま
た
春
が
や
っ
て
き
た
。

英
台
は
教
師
の
妻
に
別
れ
の
挨
拶
に
伺
う
。
そ
の
時
の
英
台
の
歌
：

「
老
師
教
誨
恩
如
海
、
師
母
栽
培
徳
似
山
。
自
与
梁
兄
同
受
業
、
春
花
秋
月
已
三
年
。
…
」

【
訓
読
】　

老
師
の
教
誨　

恩
は
海
の
如
く
、
師
母
の
栽
培　

徳
は
山
に
似
た
り
。
梁
兄
と
同
じ
く
業
を
受
け
て
よ
り
、
春
花
秋
月　

已
（
す
で
）
に
三
年
。
…

【
大
意
】　

先
生
の
教
育
の
恩
は
海
の
よ
う
に
深
く
、
先
生
の
奥
様
の
指
導
の
徳
は
山
の
よ
う
に
高
か
っ
た
で
す
。
梁
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
学
業
を
授
か
っ
て
か
ら
、
も
う

三
年
経
ち
ま
し
た
。
…

「
私
は
女
で
し
た
」（
英
台
原
是
喬
装
扮
）
と
打
ち
明
け
る
英
台
に
対
し
て
、
教
師
の
妻
は
「
と
っ
く
に
知
っ
て
い
た
わ
」（
師
母
眼
中
早
看
穿
）
と
言
う
。
そ
れ
を
聞
い
て

英
台
は
自
分
の
思
い
を
打
ち
明
け
る
。

「
既
是
師
母
早
看
穿
、
英
台
不
復
顧
羞
慚
。
千
言
万
語
説
不
尽
、
取
出
懐
中
白
玉
環
、
交
与
梁
兄
為
信
物
、
万
望
成
全
好
姻
縁
。」

【
訓
読
】　

既
に
是
れ
師
母
早
く
に
看
穿
（
う
が
）
て
ば
、
英
台
は
復
た
羞
慚
を
顧
み
ず
。
千
言
万
語
説
き
て
尽
く
さ
ず
、
懐
中
の
白
玉
の
環
を
取
出
し
、
梁
兄
に
交
（
か

は
）
し
与
（
あ
た
）
へ
て
信
物
と
為
し
、
万
（
ひ
た
す
）
ら
好
き
姻
縁
の
成
全
す
る
を
望
む
。

【
大
意
】　

お
見
通
し
な
ら
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
申
し
ま
す
。
言
葉
で
は
尽
く
せ
な
い
の
で
こ
の
白
玉
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
誓
い
の
物
と
し
て
、
二
人
が
結
ば
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
す
る
教
師
の
妻
の
返
し
：

「
英
台
貌
与
花
相
似
、
山
伯
才
同
錦
一
般
。
如
此
良
縁
誰
不
願
、
師
母
更
心
歓
。
定
会
替
你
成
全
好
姻
縁
。」

【
訓
読
】　

英
台
が
貌
は
花
と
相
似
、
山
伯
の
才
は
錦
と
同
じ
く
一
般
。
此
く
の
如
き
良
縁　

誰
か
願
は
ざ
ら
ん
、
師
母
は
更
に
心
歓
ぶ
。
定
め
て
会
（
か
な
ら
）
ず
你
（
な

ん
ぢ
）
に
替
は
り
て
好
き
姻
縁
を
成
全
せ
ん
。
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【
大
意
】　

英
台
の
容
貌
は
花
の
よ
う
で
、
山
伯
の
才
能
は
錦
の
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
良
縁
を
願
わ
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
必
ず
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
わ
。

英
台
故
郷
の
日
、
山
伯
は
途
中
ま
で
見
送
る
。

英
台
は
、
見
る
物
に
つ
け
、
男
女
の
仲
に
結
び
付
け
て
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
英
台
が
男
だ
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
山
伯
は
一
々
理
解
で
き
ず
に
か

え
っ
て
腹
を
立
て
た
り
す
る
。
こ
こ
で
繰
り
返
さ
れ
る
や
り
取
り
は
、
結
ば
れ
そ
う
で
結
ば
れ
な
い
二
人
を
象
徴
し
て
い
る
。
全
編
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

そ
の
一
場
面
。

情
景
描
写
：
「
過
了
一
山
又
一
山
、
前
行
到
了
鳳
凰
山
」

【
訓
読
】　

一
山
を
過
了
す
れ
ば
又
た
一
山
、
前
行
し
て
鳳
凰
山
に
到
了
す
。

【
大
意
】　

い
く
山
も
越
え
て
、
二
人
は
鳳
凰
山
＊
（
＊
二
人
を
暗
示
）
に
た
ど
り
着
い
た
。

そ
こ
で
の
二
人
の
掛
け
合
い
。

英
台
：
鳳
凰
山
上
花
開
遍
、

【
訓
読
】　

鳳
凰
山
上　

花
開
く
こ
と
遍
く
、

【
大
意
】　

鳳
凰
山
の
上
は
花
盛
り
だ
が
、

山
伯
：
可
惜
中
間
缺
牡
丹
。

【
訓
読
】　

惜
し
む
べ
し
、
中
間
牡
丹
を
缺
く
を
。

【
大
意
】　

た
だ
牡
丹
に
花
が
な
い
こ
と
が
残
念
だ
。

英
台
：
牡
丹
花
、
你
愛
它
、
我
家
園
裏
牡
丹
好
、
要
摘
牡
丹
上
我
家
。

【
訓
読
】　

：
牡
丹
の
花
、
你
（
な
ん
ぢ
）　

它
を
愛
せ
ば
、
我
家
の
園
裏　

牡
丹
好
し
、
牡
丹
を
摘
ま
ん
と
要
（
も
と
）
む
れ
ば
我
が
家
に
上
れ
。

【
大
意
】　

牡
丹
が
お
好
き
な
ら
、
我
が
家
に
あ
り
ま
す
の
で
摘
み
に
来
て
下
さ
い
。

山
伯
：
牡
丹
花
、
我
愛
它
、
山
重
水
復
路
遥
遠
、
怎
能
為
花
到
你
家
呀
。

【
訓
読
】　

牡
丹
の
花
、
我　

它
を
愛
す
る
も
、
山
重
な
り
水
復
（
か
さ
）
な
り
路
遥
遠
な
り
、
怎
（
い
か
）
ん
ぞ
能
く
花
の
為
に
你
が
家
に
到
ら
ん
や
。

【
大
意
】　

牡
丹
は
好
き
だ
が
、
遠
す
ぎ
て
（
＊
二
人
の
仲
を
暗
示
）
摘
み
に
な
ど
行
け
な
い
。

英
台
：
有
花
堪
折
直
須
折
、
莫
待
無
花
惹
心
煩
。
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【
訓
読
】　

花
の
折
る
に
堪
（
た
）
ふ
る
有
れ
ば
直
（
た
）
だ
須
（
す
べ
か
ら
）
く
折
る
べ
し
、
花
無
く
心
煩
を
惹
（
ま
ね
）
く
待
つ
莫
か
れ
。

【
大
意
】　

摘
め
る
花
が
あ
る
な
ら
す
ぐ
摘
む
べ
き
で
す
（
＊
自
分
を
暗
示
）。
花
が
な
く
な
っ
て
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
（
＊
山
伯
に
後
悔
す
る
な
と
暗
示
）。

そ
の
よ
う
な
や
り
取
り
を
繰
り
返
し
た
二
人
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
別
れ
の
時
が
来
る
（
場
所
は
二
人
の
出
会
い
の
場
所
で
あ
る
）。

英
台
：
労
君
遠
送
感
情
深
、
到
此
分
離
欲
断
魂
。
一
事
在
心
臨
別
問
、
問
梁
兄
可
有
意
中
人
。

【
訓
読
】　

君
を
労
（
わ
づ
ら
）
は
せ
遠
く
送
り
感
情
深
し
、
此
に
到
り
分
離
す
る
に
魂
を
断
た
ん
と
欲
す
。
一
事
心
に
在
り
臨
別
に
問
ふ
、
問
ふ
梁
兄
意
中
の
人
有
る
べ

き
や
。

【
大
意
】　

わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
ま
で
送
っ
て
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
お
別
れ
す
る
の
は
断
腸
の
思
い
で
す
。
一
つ
だ
け
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
が
、
お

兄
さ
ん
は
意
中
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
か
。

山
伯
：
愚
兄
生
長
在
貧
門
、
無
勢
無
財
怎
訂
婚
。
学
業
未
成
名
未
就
、
一
時
那
有
意
中
人
。

【
訓
読
】　

愚
兄
生
長
す
る
こ
と
貧
門
に
在
り
、
勢
無
く
財
無
く
怎
（
い
か
）
ん
ぞ
訂
婚
せ
ん
。
学
業
未
だ
成
ら
ず
名
未
だ
就
か
ず
、
一
時
那
（
い
か
）
ん
ぞ
意
中
の
人
有

ら
ん
。

【
大
意
】　

私
は
貧
乏
で
婚
約
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。
学
業
も
成
っ
て
い
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
意
中
の
人
な
ど
い
ま
し
ょ
う
か
。

英
台
：
聞
説
梁
兄
未
訂
婚
、
英
台
有
妹
守
閨
門
。
梁
兄
如
有
求
凰
意
、
有
我
為
媒
事
可
成
。

【
訓
読
】　

梁
兄
未
だ
訂
婚
せ
ず
と
説
く
を
聞
く
に
、
英
台
妹
有
り
閨
門
を
守
る
。
梁
兄
如
（
も
）
し
凰
を
求
む
る
意
有
れ
ば
、
我
有
り
媒
と
為
り
事
成
す
べ
し
。

【
大
意
】　

そ
れ
な
ら
、
私
に
は
妹
が
い
ま
す
。
も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
私
が
仲
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

山
伯
：
路
遠
無
縁
見
玉
人
、
青
春
美
貌
定
無
論
。

【
訓
読
】　 

路
遠
く
玉
人
を
見
る
に
縁
無
き
も
、
青
春
の
美
貌　

定
め
て
論
ず
る
無
し
。

【
大
意
】　

お
顔
を
拝
見
で
き
ま
せ
ん
が
、
美
し
い
こ
と
は
確
か
で
し
ょ
う
。

英
台
：
問
人
与
我
無
差
異
、
問
貌
教
人
両
不
分
。

【
訓
読
】　

：
人
を
問
へ
ば
我
と
差
異
無
く
、
貌
を
問
へ
ば
人
を
し
て
両
つ
な
が
ら
分
け
ざ
ら
教
（
し
）
む
。

【
大
意
】　

人
と
な
り
も
私
の
よ
う
で
、
見
た
目
も
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
で
す
。

「
そ
う
か
。
途
中
の
思
わ
せ
ぶ
り
な
会
話
は
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
た
ん
だ
な
（
無
怪
出
言
多
比
喩
、
原
来
一
味
想
聯
婚
）」
と
納
得
す
る
山
伯
。

「
な
る
べ
く
早
く
に
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
い
よ
（
莫
忘
了
求
親
早
到
祝
家
村
）」
と
念
を
押
す
英
台
。（
ち
な
み
に
、
横
で
は
召
使
い
同
士
も
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
る
。）
そ
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の
様
子
を
描
写
す
る

「
臨
別
依
依
難
分
開
、
含
悲
忍
泪
祝
英
台
、
心
中
想
説
千
句
話
、
万
望
梁
兄
早
点
来
。」

【
訓
読
】　

別
れ
に
臨
み
て
依
依
と
し
て
分
開
し
難
く
、
悲
し
み
を
含
み
泪
を
忍
ぶ
祝
英
台
。
心
中　

千
句
の
話
を
説
か
ん
と
想
ひ
、
万
（
ひ
た
す
）
ら
梁
兄
の
早
点
（
早

く
）
来
る
を
望
む
。

【
大
意
】　

別
れ
に
臨
ん
で
名
残
惜
し
く
、
悲
し
み
涙
を
浮
か
べ
る
祝
英
台
。
言
い
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、
た
だ
ひ
た
す
ら
早
く
山
伯
が
来
る
こ
と
を
望
む
。

（
五
）　
「
祝
父
托
媒
」（
祝
が
父　

媒
を
托
す
）
─
望
ま
ぬ
婚
約

学
校
で
は
、
教
師
の
妻
が
山
伯
に
英
台
は
女
だ
と
教
え
て
、
白
玉
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
渡
し
、
英
台
の
気
持
ち
を
伝
え
、
求
婚
し
に
行
か
せ
る
。
山
伯
は
、
以
前
、
見
送

り
の
途
中
で
の
英
台
の
謎
か
け
の
意
味
を
反
芻
し
な
が
ら
、
意
気
揚
々
と
英
台
の
家
に
向
か
う
。

一
方
、
英
台
の
家
で
は
、
山
伯
が
求
婚
し
に
来
る
前
に
、
太
守
の
子
で
遊
び
人
の
馬
文
才
が
求
婚
し
、
父
親
が
承
諾
し
て
い
た
。
英
台
は
嫌
が
る
が
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

権
勢
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
親
は
娘
が
婚
姻
を
決
め
る
な
ど
あ
り
得
な
い
と
言
う
か
ら
で
あ
る
。
怒
っ
た
時
、
父
親
が
言
う
台
詞
は
以
下
の
様
で
あ
る
。

「
不
聴
父
命
就
是
不
孝
。」

【
訓
読
】　

父
が
命
を
聴
か
ざ
る
は
、
就
（
す
な
は
）
ち
是
れ
不
孝
。

【
大
意
】　

父
の
命
令
を
聞
か
な
い
の
は
親
不
孝
だ
。

「
焉
有
終
生
不
嫁
之
理
。」

【
訓
読
】　

焉
ん
ぞ
終
生
嫁
せ
ざ
る
の
理
有
ら
ん
。

【
大
意
】　

ど
う
し
て
一
生
嫁
が
な
い
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
。

「
従
也
要
従
、
不
従
也
要
従
。」

【
訓
読
】　

従
ふ
も
也
（
ま
）
た
従
ふ
を
要
す
、
従
は
ざ
る
も
也
（
ま
）
た
従
ふ
を
要
す
。

【
大
意
】　

従
わ
な
い
と
言
っ
て
も
従
わ
せ
て
や
る
。

感
情
が
高
ぶ
っ
た
英
台
は
慟
哭
し
、
次
の
よ
う
な
歌
を
歌
う
。

「
我
寒
梅
豈
怕
風
雪
圧
、
鳳
凰
怎
肯
配
烏
鴉
。
無
論
他
馬
家
権
勢
有
多
大
、
要
成
親
除
非
是
日
出
西
山
、
鉄
樹
開
花
。」
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【
訓
読
】　

我
は
寒
梅
な
り
、
豈
に
風
雪
の
圧
を
怕
（
お
そ
）
れ
ん
、
鳳
凰
怎
（
い
か
）
ん
ぞ
烏
鴉
に
配
す
る
を
肯
（
が
へ
ん
）
ぜ
ん
。
他
（
か
）
の
馬
家
が
権
勢　

多
大

有
る
を
論
ず
る
無
く
、
親
を
成
す
を
要
（
も
と
）
む
る
は
、
除
非
（
た
だ
）
是
れ
日 

西
山
に
出
、
鉄
樹
に
開
花
す
る
の
み
な
り
。

【
大
意
】　

私
は
逆
境
に
も
立
ち
向
か
い
ま
す
。
ど
う
し
て
鳳
凰
が
烏
に
嫁
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
馬
家
が
ど
れ
ほ
ど
権
勢
が
あ
ろ
う
と
も
、
嫁
ぐ
こ
と
は
、
太
陽
が

西
か
ら
昇
り
、
鉄
の
木
に
花
が
咲
き
で
も
し
な
い
限
り
、
絶
対
に
あ
り
得
な
い
こ
と
で
す
。

（
六
）　
「
楼
台
会
」（
楼
台
の
会
）
─
悲
劇
の
再
会

や
が
て
、
山
伯
が
英
台
の
屋
敷
に
求
婚
し
に
来
る
。
英
台
に
面
会
し
た
山
伯
は
次
の
よ
う
に
歌
う
。

「
梁
山
伯
与
祝
英
台
、
天
公
有
意
巧
安
排
。
美
満
姻
縁
償
夙
願
、
今
生
今
世
不
分
開
。」

【
訓
読
】　

梁
山
伯
と
祝
英
台
と
、
天
公　

意
有
り
巧
み
に
安
排
す
。
美
満
な
る
姻
縁　

夙
願
を
償
ひ
、
今
生
今
世　

分
開
せ
ず
。

【
大
意
】　

梁
山
伯
と
祝
英
台
は
天
の
采
配
と
い
う
べ
き
理
想
的
な
組
み
合
わ
せ
。
こ
の
良
き
縁
談
を
実
現
し
、
一
生
添
い
遂
げ
る
の
だ
。

そ
れ
に
対
し
、
英
台
は
「
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
ん
で
す
。
父
が
私
を
…
」（
無
奈
是
爹
爹
已
将
我
終
身
…
）
と
言
う
と
、
部
屋
に
逃
げ
る
（
她
終
身
二
字
方
離
口
、
含

悲
忍
涙
進
秀
房
）。

山
伯
「
約
束
を
破
る
気
な
ら
、
ど
う
し
て
別
れ
の
時
に
自
分
か
ら
結
婚
の
話
を
し
た
ん
だ
」（
既
是
有
心
毁
旧
約
、
臨
行
何
必
自
為
媒
）
と
怒
る
が
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ

と
を
知
り
泣
き
崩
れ
る
。

最
後
に
二
人
は
別
れ
の
杯
を
交
わ
す
。「
わ
ざ
わ
ざ
お
越
し
下
さ
っ
た
の
に
、
お
慰
め
す
る
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
め
て
お
酒
を
一
杯
つ
が
せ
て
く
だ
さ
い
」（
梁
兄
特

地
到
寒
舎
、
小
妹
無
言
可
安
慰
、
親
斟
薄
酒
敬
梁
兄
）
と
言
う
英
台
に
対
し
、
意
気
消
沈
し
た
山
伯
は
「
ま
さ
か
、
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
き
て
、
こ
の
酒
を
飲
む
だ
け
に
な
ろ

う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」（
想
不
到
我
特
来
叨
擾
酒
一
杯
）
と
言
っ
て
酒
を
飲
み
干
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
英
台
は
以
下
の
よ
う
な
歌
を
歌
う
。

「
草
橋
相
遭
便
相
親
、
同
学
三
載
更
有
情
。
留
下
玉
環
為
信
物
、
相
煩
師
母
説
婚
姻
。
臨
行
送
我
銭
塘
路
、
幾
度
忘
羞
露
本
心
。
…
豈
知
好
事
成
虚
話
、
棒
打
鴛
鴦
両
離
分
。

爹
爹
許
了
馬
家
婚
。
心
已
砕
、
意
難
伸
、
尚
有
何
言
対
故
人
。」

【
訓
読
】　

草
橋
に
て
相
ひ
遭
ひ
便
ち
相
ひ
親
し
み
、
同
学
三
載
更
に
情
有
り
。
玉
環
を
留
下
し
て
信
物
と
為
し
、
師
母
を
相
ひ
煩
は
せ
て
婚
姻
を
説
か
す
。
行
く
に
臨
み

て
我
を
銭
塘
路
に
送
り
、
幾
度
も
羞
（
は
ぢ
）
を
忘
れ
て
本
心
を
露
は
す
。
…
豈
に
知
ら
ん
好
事
虚
話
と
為
り
、
鴛
鴦
を
棒
打
し
両
つ
に
離
分
し
、
爹
爹
馬
家
に

婚
を
許
し
了
（
お
は
）
り
、
心
已
に
砕
け
、
意
伸
び
難
く
、
尚
ほ
何
の
言
か
有
り
て
故
人
に
対
さ
ん
。
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【
大
意
】　

草
橋
で
巡
り
合
っ
て
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
、
三
年
間
い
っ
し
ょ
に
学
ん
で
さ
ら
に
情
が
深
ま
り
ま
し
た
。
玉
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
誓
い
の
物
と
し
、
先
生
の
奥

様
を
煩
わ
せ
て
婚
姻
の
仲
立
ち
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
出
発
の
際
に
は
は
銭
塘
の
道
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
き
、
幾
度
も
恥
を
忘
れ
て
本
心
を
吐
露
し
ま
し
た

（
＊
見
る
物
に
か
こ
つ
け
て
自
分
の
思
い
を
述
べ
た
こ
と
）。
…
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
話
が
幻
と
な
り
、
つ
が
い
の
鴛
鴦
が
二
つ
に
割
か
れ
よ
う
と
は
誰
が
知

り
得
た
で
し
ょ
う
。
父
は
馬
家
と
婚
約
を
結
び
ま
し
た
。
心
は
砕
け
、
気
持
ち
は
鬱
屈
し
、
愛
し
い
人
に
申
し
上
げ
る
こ
と
ば
も
あ
り
ま
せ
ん
。

二
人
は
最
後
に
「
生
不
成
双
死
不
分
」（
生
き
て
い
る
時
は
添
い
遂
げ
ら
れ
な
く
て
も
死
ん
で
も
離
れ
な
い
）
と
言
っ
て
抱
き
合
う
。

（
七
）　
「
山
伯
臨
終
」（
山
伯
の
臨
終
）（
九
）「
祭
墳
・
化
蝶
」（
墳
を
祭
る
・
蝶
に
化
す
）

間
も
な
く
山
伯
は
病
気
に
な
り
亡
く
な
る
。

英
台
は
嫁
に
行
く
条
件
と
し
て
、
途
中
、
山
伯
の
墓
に
参
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ
の
時
の
英
台
の
歌
。（
映
画
の
歌
は
長
い
の
で
、
こ
こ
で
は
参
考
文
献
Ｃ
の
歌
を
引
用

す
る
。）

「
三
尺
孤
墳
土
未
乾
、
可
憐
幽
恨
已
埋
蔵
。
英
台
不
是
無
情
女
、
今
日
親
来
哭
祭
郎
。」

【
訓
読
】　

三
尺
孤
墳　

土
未
だ
乾
か
ざ
る
に
、
憐
む
べ
し　

幽
恨
已
（
す
で
）
に
埋
蔵
さ
る
る
を
。
英
台
は
是
れ
無
情
の
女
な
ら
ず
、
今
日
親
（
み
づ
か
）
ら
来
た
り
て

郎
を
哭
祭
す
。

【
大
意
】　

三
尺
の
墓
の
土
は
ま
だ
乾
い
て
い
な
い
の
に
、
恨
め
し
い
思
い
は
す
で
に
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
無
情
な
女
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
、
自
ら
お
参
り

に
来
ま
し
た
よ
。

「
不
能
同
生
求
同
死
」（
い
っ
し
ょ
に
生
き
ら
れ
な
い
の
な
ら
い
っ
し
ょ
に
死
に
ま
し
ょ
う
）と
英
台
が
泣
く
と
、
嵐
が
起
き
墓
が
割
れ
る
。
そ
こ
に
英
台
が
飛
び
込
む
と
、

二
匹
の
蝶
が
飛
び
立
ち
天
に
昇
る
。
か
く
て
、
二
人
は
「
生
不
成
双
死
不
分
」（
生
き
て
い
る
時
は
添
い
遂
げ
ら
れ
な
く
て
も
死
ん
で
い
っ
し
ょ
に
な
る
）（
注
6
）
と
い
う

別
れ
の
時
の
こ
と
ば
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

最
後
の
歌
「
彩
虹
万
里
百
花
開
、
胡
蝶
双
双
対
対
来
。
地
老
天
荒
心
不
変
、
梁
山
伯
与
祝
英
台
。」（
注
7
）

【
訓
読
】　

彩
虹
万
里　

百
花
開
き
、
胡
蝶
双
双　

対
対
来
た
る
。
地
老
ひ
天
荒
れ
る
と
も
心
変
は
ら
ず
、
梁
山
伯
と
祝
英
台
と
。

【
大
意
】　

空
に
大
き
く
虹
が
架
か
り
百
花
が
咲
く
中
、
蝴
蝶
が
並
ん
で
飛
ん
で
い
く
。
た
と
え
何
万
年
経
と
う
と
も
こ
の
心
は
変
わ
ら
な
い
。
梁
山
伯
と
祝
英
台
。
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図　

張
恨
水
著
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』
表
紙
（
任
遜
画
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
香
港
：
文
宗
出
版
社
、
一
九
五
四
年
）

　
　
　

＊
蝶
を
追
い
か
け
る
女
性
は
、
英
台
の
召
使
い
の
銀
心
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』
は
添
い
遂
げ
ら
れ
な
い
恋
（
心
中
）
と
い
う
古
い
題
材
を
扱
っ
た
話
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
扱
っ
た
映
画
で
は
、
自
分
の
道
を
切

り
開
き
結
婚
相
手
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
女
性
の
主
体
性
を
強
調
し
て
い
る
点
、
制
作
期
の
時
代
の
反
映
が
見
ら
れ
る
。

白
話
表
現
も
混
じ
っ
て
い
る
の
で
、
漢
文
教
材
と
し
て
や
や
扱
い
に
く
い
面
も
あ
る
が
、
典
型
的
な
言
い
回
し
が
多
い
の
で
、
漢
文
、
中
国
語
の
基
礎
を
学
ぶ
教
材
と
し

て
適
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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注（
1
）
例
え
ば
、
一
九
五
四
年
、
上
海
電
影
製
片
廠
の
越
劇
版
（
監
督
：
桑
弧
・
黄
沙
、
梁
山
伯
：
范
瑞
娟
、
祝
英
台
：
袁
雪
芬
）
が
あ
る
（
華
東
戯
曲
研
究
院
舞
台
劇
本
を

改
編
し
た
も
の
と
い
う
）。
歌
は
、
本
稿
で
採
用
し
た
一
九
六
三
年
版
同
様
、
七
言
詩
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
比
べ
て
み
る
の
も
お
も
し
ろ
い
（
た
だ
よ
り
白
話
的
で
あ

る
）。
最
近
で
も
、
一
九
九
四
年
制
作
の
香
港
映
画「
梁
祝（T

he Lovers

、
日
本
名
バ
タ
フ
ラ
イ
ラ
バ
ー
ズ
」や
二
〇
〇
八
年
制
作
の「
剣
蝶
─
武
侠
梁
祝（A

ssassin’s 

Blade

、
日
本
名
バ
タ
フ
ラ
イ
ラ
バ
ー
ズ
）」
が
あ
る
。

（
2
）
以
上
の
内
容
は
、
以
下
の
文
献
・
サ
イ
ト
を
参
照
し
た
。

方
保
羅
編
著
『
図
説
香
港
電
影
史
─1920-1970

』（
香
港
・
三
聯
書
店
、
一
九
九
七
年
）

中
国
電
影
資
料
館
編
『1913-1997

香
港
電
影
図
志
』（
浙
江
撮
影
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）

中
国
電
影
図
史
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
電
影
図
史
─1905-2005

』（
中
国
伝
媒
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）

「
黄
梅
調
映
画
の
代
表
作
」（lam

lam
_pachanga

さ
ん
、
二
〇
一
〇
年
八
月
十
一
日
二
三
時
一
四
分
公
開
）
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（
3
）
参
考
文
献
Ｂ
、
Ｃ
や
五
四
年
の
同
名
映
画
で
は
占
い
師
と
な
っ
て
い
る
。
本
映
画
で
は
現
代
的
に
医
者
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
4
）
参
考
文
献
Ｉ 

で
は
、
義
兄
弟
と
な
る
場
面
の
や
り
と
り
と
し
て
、
梁
山
伯
が
「
柳
下
双
双
斉
跪
倒
」（
柳
の
下
で
と
も
に
跪
き
）
と
言
う
と
、
祝
英
台
が
「
金
蘭
結
拝

勝
同
胞
」（
金
蘭
の
契
り
は
肉
親
に
も
勝
る
）
と
続
け
、
さ
ら
に
梁
が
「
弟
兄
彼
此
無
分
異
」（
兄
弟
と
し
て
今
後
は
分
け
隔
て
な
く
）
と
言
う
と
、
祝
英
台
が
「
苦
楽
相

同
生
死
交
」（
苦
楽
を
共
に
し
ま
し
ょ
う
）
と
結
ん
で
い
る
。

（
5
）
五
四
年
版
の
映
画
で
は
、
授
業
の
様
子
の
描
写
は
な
い
。
参
考
文
献
Ｃ
で
は
あ
る
が
、
女
子
に
関
わ
る
部
分
は
、
授
業
で
の
教
師
と
英
台
ら
の
や
り
と
り
に
な
っ
て
い

る
。
本
映
画
と
参
考
文
献
Ｃ
の
授
業
の
描
写
の
違
い
を
比
較
す
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
参
考
文
献
Ｉ
で
は
、
学
校
は
周
世
章
書
館
と
言
い
、
学
生
は
六
人
で
寄
宿
し
て
い

る
の
は
梁
山
伯
と
祝
英
台
の
み
で
あ
る
。
午
前
中
に
授
業
が
行
わ
れ
、
一
日
と
十
五
日
に
詩
文
の
試
験
が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
教
師
が
「
緑
葉
紅
花
、
能
邀
胡
蝶
」
と

言
い
、
そ
れ
の
対
句
を
作
ら
せ
る
な
ど
で
あ
る
（「
同
窓
」）。
答
え
を
求
め
ら
れ
た
梁
山
伯
が
「
金
弓
銀
弾
、
要
打
鴛
…
」
と
言
い
か
け
る
と
、
祝
英
台
が
制
し
て
「
莫
打

鴛
鴦
」
と
結
ぶ
（
＊
胡
蝶
、
鴛
鴦
と
も
に
二
人
を
暗
示
す
る
）。

（
6
）
参
考
文
献
Ｃ
で
は
「
生
不
同
衾
、
死
将
同
穴
」（
生
き
て
床
を
い
っ
し
ょ
に
で
き
な
く
て
も
、
死
ね
ば
同
じ
墓
に
入
る
）
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
以
下
の
様
に
、
墓
で

は
な
く
棺
が
開
い
て
そ
こ
に
飛
び
込
ん
で
心
中
す
る
話
が
あ
る
。

清
・
褚
人
穫
『
堅
瓠
餘
集
』
巻
四
「
華
山
畿
君
」（
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
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＊
他
、『
清
代
筆
記
小
説
大
観
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
に
も
見
え
る
。

朱
秉
器
『
漫
紀
』、
宋
南
徐
有
一
士
、
従
華
山
往
雲
陽
、
見
客
舍
中
一
女
、
年
可
十
八
九
、
悦
之
無
因
、
遂
成
心
疾
。
母
詢
之
、
得
其
隠
。
往
雲
陽
見
此
女
、
言
及
其
故
。

女
聞
之
、
感
慨
不
勝
、
因
脱
蔽
膝
、
令
母
持
帰
、
暗
蔵
病
者
蓆
下
、
臥
之
得
愈
、
数
日
果
瘥
。
一
日
挙
蓆
見
蔽
膝
、
持
而
痛
泣
、
気
幾
絶
、
嘱
其
母
曰
、「
他
日
葬
我
、
須

従
從
雲
陽
過
。」
母
如
其
言
。
比
至
女
門
、
牛
任
鞭
策
不
行
、
須
臾
女
沐
浴
粧
飾
而
出
曰
、「
華
山
畿
君
、
既
因
我
死
、
我
活
為
誰
。
君
若
見
憐
、
棺
木
為
我
開
裂
。」
言
訖

棺
開
、
女
遂
投
入
、
気
即
絶
、
因
合
葬
焉
、
呼
為
神
士
冢
。
楽
府
有
華
山
畿
。
本
与
梁
山
伯
祝
英
台
事
同
。

『
楽
府
詩
集
』（
郭
茂
倩
、
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）
巻
四
六
所
収
『
古
今
楽
録
』

「
華
山
畿
」
者
、
宋
少
帝
時
懊
悩
一
曲
、
亦
変
曲
也
。
少
帝
時
、
南
徐
一
士
子
、
従
華
山
畿
往
雲
陽
。
見
客
舎
有
女
子
年
十
八
九
、
悦
之
無
因
、
遂
感
心
疾
。
母
問
其
故
、

具
以
啓
母
。
母
為
至
華
山
尋
訪
、
見
女
具
説
聞
感
之
因
。
脱
蔽
膝
令
母
密
置
其
席
臥
之
。
当
已
。
少
日
果
差
。
忽
挙
席
見
蔽
膝
而
抱
持
、
遂
呑
食
而
死
。
気
欲
絶
、
謂
母

曰
、「
葬
時
車
載
、
従
華
山
度
。」
母
従
其
意
。
比
至
女
門
、
牛
不
肯
前
、
打
拍
不
動
。
女
曰
、「
且
待
須
臾
。」
牀
点
沐
浴
、
既
而
出
。
歌
曰
、「
華
山
畿
、
君
既
為
儂
死
、

独
活
為
誰
施
。
歓
若
見
憐
時
、
棺
木
為
儂
開
。」
棺
応
声
開
、
女
透
入
棺
、
家
人
叩
打
、
無
如
之
何
、
乃
合
葬
、
呼
曰
神
女
冢
。

【
課
題
例
】　

上
記
、
二
つ
の
話
で
違
う
点
を
述
べ
よ
。

（
7
）
参
考
文
献
Ｃ
で
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

「
梁
山
伯
与
祝
英
台
、
永
結
同
心
解
不
開
。
縦
是
人
間
容
未
得
、
也
応
携
手
到
蓬
莱
。」

【
訓
読
】　

梁
山
伯
と
祝
英
台
と
、
永
く
同
心
を
結
び
解
き
開
か
ず
。
縦
（
た
と
）
ひ
是
れ
人
間
に
容
（
ゆ
る
）
す
を
未
だ
得
ざ
れ
ど
も
、
也
（
ま
）
た
応
（
ま
さ
）
に
手

を
携
へ
て
蓬
莱
に
到
ら
ん
。

【
大
意
】　

梁
山
伯
と
祝
英
台
の
堅
く
結
ば
れ
た
心
は
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え
こ
の
世
で
添
い
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
手
を
携
え
て
蓬
莱
山
に
上
る
で
あ

ろ
う
。

附
録
：
古
籍
に
見
え
る
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」（
漢
文
教
材
に
適
し
て
い
そ
う
な
も
の
に
限
る
。）

＊
そ
れ
ぞ
れ
表
現
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
の
で
、
比
べ
な
が
ら
読
む
と
勉
強
に
な
る
。
ま
た
、
授
業
の
方
法
と
し
て
、
い
ち
ば
ん
簡
潔
な
『
宣
室
志
』
の
話
を
ま
ず
読
ん
で
、

そ
の
後
に
、
特
定
の
場
面
の
映
画
の
歌
を
読
む
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
（
同
じ
題
材
で
散
文
と
韻
文
の
両
方
が
で
き
る
）。

清
・
瞿
灏
撰
『
通
俗
編
』
巻
三
七
「
故
事
」「
梁
山
伯
訪
友
」（
唐
・
張
読
撰
『
宣
室
志
』
の
引
用
）

英
台
、
上
虞
祝
氏
女
也
。
偽
為
男
装
游
学
、
与
会
稽
梁
山
伯
者
同
肄
業
。
山
伯
字
処
仁
。
祝
先
帰
、
二
年
、
山
伯
訪
之
、
方
知
其
為
女
子
、
悵
然
如
有
所
失
。
告
其
父
母
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求
聘
、
而
祝
已
字
馬
氏
子
矣
。
山
伯
後
為
鄞
令
、
病
死
、
葬
鄮
城
西
。
祝
適
馬
氏
、
舟
過
墓
所
、
風
濤
不
能
進
。
問
知
有
山
伯
墓
、
祝
登
号
慟
、
地
忽
自
裂
陥
、
祝
氏
＊
遂

並
埋
焉
。
晋
丞
相
謝
安
奏
表
其
墓
曰
義
婦
冢
。

【
訓
読
】　

祝
英
台
、
上
虞
祝
氏
の
女
な
り
。
偽
り
て
男
装
を
為
し
游
学
し
、
会
稽
梁
山
伯
な
る
者
と
同
じ
く
業
を
肄
（
な
ら
）
ふ
。
山
伯
字
は
処
仁
。
祝
先
に
帰
り
、
二

年
に
し
て
、
山
伯
之
を
訪
れ
、
方
（
は
じ
）
め
て
其
の
女
子
為
（
た
）
る
を
知
り
、
悵
然
と
し
て
失
ふ
所
有
る
が
如
し
。
其
の
父
母
に
告
げ
て
聘
を
求
む
る
も
、

祝
已
（
す
で
）
に
馬
氏
の
子
に
字
（
＊
許
嫁
に
な
る
）
し
た
り
。
山
伯
後
に
鄞
令
と
為
り
、
病
死
し
、
鄮
城
の
西
に
葬
ら
る
。
祝　

馬
氏
に
適
（
と
つ
）
ぎ
、
舟

墓
所
を
過
（
よ
ぐ
）
る
に
、
風
濤
に
て
進
む
能
は
ず
。
問
ひ
て
山
伯
の
墓
有
る
を
知
り
、
祝
登
り
て
号
慟
す
れ
ば
、
地
忽
ち
自
ら
裂
陥
し
、
祝
氏
遂
に
並
び
に
焉

（
こ
こ
）
に
埋
ら
る
。
晋
丞
相
謝
安　

奏
し
て
其
の
墓
を
表
し
て
義
婦
冢
と
曰
（
い
）
ふ
。

【
校
勘
】　

〇
地
忽
自
裂
陥
、
祝
氏　

顔
春
峰
点
校
『
通
俗
編　

附
直
語
補
証
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
で
は
「
地
忽
自
裂
、
陥
祝
氏
」
と
切
る
。

【
ポ
イ
ン
ト
】　
「
祝
」
が
意
味
の
あ
る
語
だ
け
に
、
姓
の
部
分
と
混
同
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
。

明
・
徐
樹
丕
撰
『
識
小
録
』
巻
三

梁
山
伯
、
祝
英
台
、
皆
東
晋
人
。
梁
家
会
稽
、
祝
家
上
虞
、
同
学
於
杭
者
三
年
、
情
好
甚
密
。
祝
先
帰
。
梁
後
過
上
虞
尋
訪
、
始
知
為
女
子
。
帰
告
父
母
、
欲
娶
之
。
而

祝
已
許
馬
氏
子
矣
。
梁
悵
然
不
楽
、
誓
不
復
娶
。
後
三
年
、
梁
為
鄞
令
、
病
死
、
遺
言
葬
清
道
山
下
。
又
明
年
、
祝
為
父
所
逼
、
適
馬
氏
、
累
欲
求
死
。
会
過
梁
葬
処
、
風

波
大
作
、
舟
不
能
進
。
祝
乃
造
梁
冢
、
失
声
哀
慟
。
冢
忽
裂
、
祝
投
而
死
焉
。
冢
復
自
合
。
馬
氏
聞
其
事
於
朝
、
太
傅
謝
安
請
贈
為
義
婦
。
和
帝
時
、
梁
復
顕
霊
異
助
戦
伐
。

有
司
立
廟
於
鄞
県
。
廟
前
橘
二
株
相
抱
。
有
花
蝴
蝶
、
橘
蠹
所
化
也
、
婦
孺
以
梁
称
之
。
按
、
梁
祝
事
異
矣
。『
金
楼
子
』
及
『
会
稽
異
聞
』
皆
載
之
。
夫
女
為
男
飾
、
乖

矣
。
然
始
終
不
乱
、
終
能
不
変
、
精
誠
之
極
、
至
于
神
異
。
宇
宙
間
何
所
不
有
、
未
可
以
為
誕
。

【
訓
読
】　

梁
山
伯
、
祝
英
台
、
皆
な
東
晋
の
人
な
り
。
梁
家
は
会
稽
に
、
祝
家
は
上
虞
な
り
、
同
じ
く
杭
に
学
ぶ
こ
と
三
年
、
情
好
甚
だ
密
な
り
。
祝
は
先
に
帰
る
。
梁

は
後
に
上
虞
を
過
（
よ
ぎ
）
り
て
尋
訪
し
、
始
め
て
女
子
為
（
た
）
る
を
知
る
。
帰
り
て
父
母
に
告
げ
、
之
を
娶
ら
ん
と
欲
す
。
而
し
て
祝
已
（
す
で
）
に
馬
氏

の
子
に
許
せ
り
。
梁
は
悵
然
と
し
て
楽
ま
ず
、
復
（
ま
）
た
娶
ら
ざ
る
を
誓
ふ
。
後
三
年
、
梁
鄞
令
と
為
り
、
病
死
し
、
遺
言
し
て
清
道
山
の
下
に
葬
ら
る
。
又

た
明
年
、
祝
は
父
の
逼
る
所
と
為
り
、
馬
氏
に
適
（
ゆ
）
き
、
累
（
し
き
）
り
に
死
を
求
め
ん
と
欲
す
。
会
（
た
ま
）
た
ま
梁
が
葬
処
を
過
（
よ
ぐ
）
る
に
、
風

波
大
ひ
に
作
（
お
こ
）
り
て
、
舟
進
む
能
は
ず
。
祝
乃
ち
梁
が
冢
に
造
（
い
た
）
り
て
、
声
を
失
ひ
て
哀
慟
す
。
冢
忽
ち
裂
け
、
祝
投
じ
て
焉
（
こ
こ
）
に
死
せ

り
。
冢
復
た
自
ら
合
す
。
馬
氏
其
の
事
を
朝
に
聞
（
き
こ
）
す
に
、
太
傅
謝
安
贈
り
て
義
婦
と
為
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
和
帝
の
時
、
梁
復
た
霊
異
を
顕
し
戦
伐
を

助
く
。
有
司
廟
を
鄞
県
に
立
つ
。
廟
前
の
橘
二
株
相
ひ
抱
く
。
花
蝴
蝶
有
り
、
橘
蠹
の
化
す
る
所
な
り
、
婦
孺
梁
を
以
て
之
を
称
す
。
按
ず
る
に
、
梁
祝
の
事
異

（
い
）
な
り
。『
金
楼
子
』
及
び
『
会
稽
異
聞
』
皆
な
之
を
載
す
。
夫
れ
女
男
飾
を
為
す
は
、
乖
（
あ
や
ま
）
れ
り
。
然
れ
ど
も
始
終
乱
れ
ず
、
终
に
能
く
変
ら
ざ
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る
は
、
精
誠
の
極
み
に
し
て
、
神
異
に
至
る
。
宇
宙
の
間
、
何
ぞ
有
ら
ざ
る
所
か
、
未
だ
以
て
誕
と
為
す
べ
か
ら
ず
。

【
校
勘
】　

参
考
文
献
Ｋ
の
澤
田
瑞
穂
氏
の
訓
読
を
参
考
に
し
た
。

【
注
目
点
】　

蝶
が
登
場
す
る
。

清
・
邵
金
彪
撰
『
祝
英
台
小
伝
』

祝
英
台
、
小
字
九
娘
、
上
虞
富
家
女
。
生
無
兄
弟
、
才
貌
双
絶
。
父
母
欲
為
択
偶
、
英
台
曰
、「
児
出
外
求
学
、
得
賢
士
事
之
耳
。」
因
易
男
装
、
改
称
九
官
。
遇
会
稽
梁

山
伯
亦
游
学
、
遂
与
偕
至
宜
興
善
権
寺
之
碧
鮮
岩
、
筑
庵
読
書
、
同
居
同
宿
。
三
年
、
而
梁
不
知
為
女
子
。
臨
別
梁
、
約
曰
、「
某
月
日
可
相
訪
、
将
告
母
、
以
妹
妻
君
。」

実
則
以
身
許
之
也
。
梁
家
貧
、
羞
渋
衍
期
。
父
母
以
英
台
字
馬
氏
子
。
後
梁
為
鄞
令
、
過
祝
家
詢
九
官
。
家
童
曰
、「
吾
家
但
有
九
娘
、
無
九
官
。」
梁
驚
語
、
以
同
学
之
誼

乞
一
見
。
英
台
羅
扇
遮
面
、
出
身
一
揖
而
已
。
梁
悔
念
而
卒
、
遺
言
葬
清
道
山
下
。
明
年
、
英
台
将
帰
馬
氏
、
命
舟
子
迂
道
過
其
処
。
至
則
風
濤
大
作
、
舟
遂
停
泊
。
英
台

乃
造
梁
墓
前
、
失
声
慟
哭
、
地
忽
開
裂
、
墜
入
茔
中
。
綉
裙
綺
襦
、
化
蝶
飛
去
。
丞
相
謝
安
聞
其
事
于
朝
、
請
封
為
義
婦
冢
。
此
東
晋
永
和
時
事
也
。
斉
和
帝
時
、
梁
復
顕

霊
異
、
助
戦
有
功
、
有
司
為
立
廟
于
鄞
、
合
祀
梁
祝
。
其
読
書
宅
称
碧
鮮
庵
。
斉
建
元
間
、
改
為
善
権
寺
。
今
寺
後
有
石
刻
、
大
書
「
祝
英
台
読
書
処
」。

【
訓
読
】　

祝
英
台
、
小
字
九
娘
、
上
虞
富
家
の
女
な
り
。
生
れ
て
兄
弟
無
く
、
才
貌
双
つ
な
が
ら
絶
す
。
父
母
為
に
偶
を
択
ば
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
英
台
曰
く
、「
児
の
外

に
出
で
て
学
を
求
む
る
は
、
賢
士
を
之
に
事
（
つ
か
）
へ
ん
の
み
」
と
。
因
り
て
男
装
に
易
（
か
）
へ
、
改
め
て
九
官
と
称
す
。
遇
（
た
ま
）
た
ま
（
＊
あ
る
い

は
「
…
游
学
す
る
に
遇
ひ
」）
会
稽
梁
山
伯
も
亦
た
游
学
し
、
遂
に
与
偕
（
と
も
）
に
宜
興
善
権
寺
の
碧
鮮
岩
に
至
り
、
庵
を
筑
（
き
づ
）
き
て
読
書
し
、
同
居

同
宿
す
。
三
年
に
し
て
、
梁
女
子
為
（
た
）
る
を
知
ら
ず
。
梁
に
別
る
る
に
臨
み
て
、
約
し
て
曰
く
、「
某
月
日
相
ひ
訪
ふ
べ
し
、
将
に
母
に
告
げ
て
妹
を
以
て

君
に
妻
と
せ
ん
と
す
」
と
。
実
は
則
ち
身
を
以
て
之
に
許
す
な
り
。
梁
家
貧
し
く
、
羞
渋
し
て
衍
期
す
。
父
母
英
台
を
以
て
馬
氏
が
子
に
字
す
。
後
梁
鄞
令
と
為

り
、
祝
が
家
を
過
（
よ
ぎ
）
り
て
九
官
を
詢
（
と
）
ふ
。
家
童
曰
く
、「
吾
が
家
但
だ
九
娘
有
る
の
み
に
し
て
、
九
官
無
し
」
と
。
梁
驚
き
語
り
、
同
学
の
誼
み

を
以
て
一
見
を
乞
ふ
。
英
台
羅
扇
も
て
面
を
遮
り
、
身
を
出
づ
る
も
一
揖
す
る
の
み
。
梁
悔
念
し
て
卒
（
し
ゅ
っ
）
し
、
遺
言
し
て
清
道
山
の
下
に
葬
ら
る
。
明

年
、
英
台
将
に
馬
氏
に
帰
（
と
つ
）
が
ん
と
し
、
舟
子
に
命
じ
て
迂
道
し
て
其
の
処
を
過
ぐ
。
至
れ
ば
則
ち
風
濤
大
ひ
に
作
（
お
こ
）
り
、
舟
遂
に
停
泊
す
。
英

台
乃
ち
梁
が
墓
前
に
造
（
い
た
）
り
、
声
を
失
ひ
慟
哭
す
れ
ば
、
地
忽
ち
開
裂
し
、
茔
中
に
墜
ち
入
る
。
綉
裙
綺
襦
、
蝶
に
化
し
て
飛
び
去
る
。
丞
相
謝
安
其
事

を
朝
に
聞
（
き
こ
）
し
、
封
じ
て
義
婦
の
冢
と
為
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
此
れ
東
晋
永
和
の
時
の
事
な
り
。
斉
和
帝
の
時
、
梁
復
た
霊
異
を
顕
し
、
戦
を
助
け
て
功

有
り
、
有
司
為
に
廟
を
鄞
に
立
て
、
梁
祝
を
合
祀
す
。
其
の
読
書
せ
し
宅
碧
鮮
庵
と
称
す
。
斉
の
建
元
の
間
、
改
め
て
善
権
寺
と
為
す
。
今
寺
後
に
石
刻
有
り
、

「
祝
英
台
読
書
処
」
と
大
書
す
。
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参
考
文
献
・
参
考
サ
イ
ト

Ａ
、『
通
俗
編
』
巻
三
七
所
引
『
宣
室
志
』

Ｂ
、
張
恨
水
著
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』（
香
港
・
文
宗
出
版
社
、
一
九
五
四
年
）

＊
二
十
一
「
文
字
的
来
源
」
に
よ
る
と
、
晋
代
の
話
で
、
口
承
で
徐
々
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
字
に
記
載
さ
れ
た
の
は
宋
代
の
こ
と
。（
＊
『
中
国
文
学
大

辞
典
』
に
よ
る
と
唐
代
か
ら
。）

Ｃ
、
馮
志
芬
、 

莫
志
勤
編
劇
『
梁
山
伯
与
祝
英
台
・
粤
劇
』（
広
州
・
華
南
人
民
出
版
社
、
一
九
五
四
年
）

＊
冒
頭
に
見
え
る
あ
ら
す
じ
…
文
語
調
な
の
で
、
こ
れ
自
体
漢
文
教
材
に
で
き
そ
う
。

伝
説
在
東
晋
穆
帝
的
時
候
（
公
元
三
百
六
十
年
）、
会
稽
（
今
之
浙
江
省
境
）
上
虞
地
方
祝
家
荘
、
有
女
祝
英
台
、
素
有
大
志
、
向
父
祝
公
遠
請
求
前
往
杭
城
求
学
、
公

遠
為
着
門
第
家
声
、
不
允
。
英
台
用
計
、
扮
作
算
命
先
生
（
＊
映
画
と
違
う
）、
将
父
戯
弄
、
並
且
把
他
説
服
。
公
遠
和
她
約
法
三
章
、
准
她
改
扮
男
装
、
和
侍
女
人
心
就

道
。
英
台
路
過
柳
蔭
、
遇
着
会
稽
白
沙
崗
書
生
梁
山
伯
、
相
見
之
下
、
十
分
投
機
、
遂
結
拝
為
兄
弟
、
同
往
杭
城
求
学
。
英
台
与
山
伯
同
学
三
年
、
同
硯
（
＊
同
じ
師
に

就
く
）
共
宿
、
感
情
非
常
親
切
。
某
日
、
英
台
替
山
伯
縫
補
破
衣
、
山
伯
発
覚
她
耳
有
錐
痕
、
心
疑
她
是
女
子
、
詢
問
之
、
英
台
婉
詞
解
釈
、
山
伯
便
不
再
疑
心
。

三
年
後
、
公
遠
仮
托
祝
母
有
病
、
修
書
催
英
台
還
郷
。
英
台
行
時
、
山
伯
相
送
十
八
里
。
英
台
対
山
伯
早
有
愛
意
、
想
在
路
上
表
明
身
世
、
但
又
父
命
難
違
、
惟
有
借

物
賦
詩
、
隠
約
致
意
。
但
山
伯
不
能
会
意
。
後
来
英
台
只
好
借
説
将
家
中
九
妹
相
許
与
他
、
臨
別
時
約
定
早
些
過
訪
。

英
台
帰
家
後
、
公
遠
将
她
許
配
馬
家
、
英
台
反
対
無
効
。
一
月
後
、
山
伯
偕
士
九
来
訪
、
英
台
痛
訴
原
委
、
説
罪
在
父
母
之
命
、
媒
妁
之
言
、
至
今
大
好
姻
縁
、
無
能

結
合
。
並
立
下
『
生
不
同
衾
、
死
将
同
穴
』
之
誓
言
。
山
伯
扶
病
回
家
、
但
意
仍
未
息
、
命
士
九
再
向
英
台
求
方
、
英
台
所
説
之
薬
十
種
、
皆
為
世
上
所
無
之
物
、
山
伯

知
已
絶
望
、
抱
恨
而
死
。

馬
家
迎
親
之
日
、
英
台
向
父
要
求
先
祭
山
伯
、
方
肯
上
轎
、
公
遠
無
奈
応
允
。
花
轎
来
至
山
伯
墓
前
、
英
台
已
盟
死
志
、
哭
祭
之
時
、
適
遇
雷
雨
大
作
、
山
伯
墳
開
、

英
台
投
身
墳
内
。
這
双
情
侶
、
死
後
化
成
蝴
蝶
、
飛
翔
在
自
由
天
地
間
。

Ｄ
、
喬
秉
黎
編
『
中
国
民
間
故
事
』（
上
海
・
春
江
書
局
、
一
九
四
一
年
）

＊
「
祝
英
台
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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Ｅ
、
銭
仲
連
他
主
編
『
中
国
文
学
大
辞
典
（
修
訂
本
）』（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

＊
蝶
に
な
る
の
は
宋
代
以
降
加
え
ら
れ
た
と
い
う
。

Ｆ
、
韓
兆
琦
主
編
『
中
国
古
代
文
学
名
著
人
物
形
象
辞
典
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

＊
弾
詞
（
日
本
の
講
談
に
当
た
る
）
の
『
新
編
東
調
大
双
蝴
蝶
』
で
は
、
二
人
が
死
ん
だ
後
、
閻
魔
大
王
の
お
蔭
で
生
き
返
り
、
命
を
全
う
し
た
後
、
同
じ
墓
に
入
っ
た
。

そ
の
墓
の
周
り
に
は
蝶
が
飛
び
回
っ
て
い
た
た
め
、
周
り
の
人
は
二
人
の
化
身
だ
と
言
っ
た
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。

Ｇ
、
路
工
編
『
梁
祝
故
事
説
唱
集
』
新
一
版
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）

（
＊
民
間
文
学
資
料
叢
書
の
一
つ
と
し
て
、
一
九
五
五
年
、
上
海
出
版
公
司
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。）

＊
「
伝
奇
」「
民
歌
」「
鼓
詞
」「
木
魚
書
」「
弾
詞
」
と
い
う
説
唱
（
語
り
物
）
か
ら
十
五
種
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
新
編
東
調
大
双
蝴
蝶
』（
乾
隆
三
四
年

（
一
七
六
九
））
も
あ
る
。
七
言
の
句
が
並
ん
で
い
る
の
で
教
材
化
で
き
る
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
下
の
民
歌
「
梁
山
伯
」（
清
・
乾
隆
間
李
調
元
編
『
粤
風
』）
は
教
材
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
（
十
七
頁
）。

古
時
有
個
梁
山
伯
、

常
共
英
台
在
学
堂
。

同
学
読
書
同
結
願
、

夜
間
同
宿
象
牙
床
。

Ｈ
、
周
静
書
主
編
『
梁
祝
文
化
大
観
』
四
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
〇
年
）

＊
故
事
歌
謡
巻
、
曲
芸
小
説
巻
、
戯
劇
影
視
巻
、
学
術
論
文
巻
が
あ
り
、
梁
祝
に
関
す
る
研
究
、
文
献
が
網
羅
的
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

曲
芸
小
説
巻
の
弾
詞
「
梁
山
伯
与
祝
英
台
」「
十
八
相
送
」
に
二
人
の
以
下
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
る
。

祝
：
双
双
踏
出
碧
蘚
庵
、
多
謝
梁
兄
送
下
山
。
眼
前
景
物
堪
留
恋
、
一
路
而
来
尽
徘
徊
。

梁
：
依
依
難
舎
祝
英
台
、
別
恨
離
愁
推
不
開
。
凭
它
一
片
風
光
好
、
哪
有
閑
情
仔
細
看
。

Ｉ
、 『
梁
山
伯
与
祝
英
台
』（
香
港
・
広
智
書
局
、
出
版
年
未
詳
）
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＊
学
校
に
つ
い
て
：
周
世
章
書
館
、
学
生
は
六
人
で
寄
宿
し
て
い
る
の
は
梁
山
伯
と
祝
英
台
の
み
で
あ
る
。
午
前
中
に
授
業
が
行
わ
れ
、
一
日
と
十
五
日
に
詩
文
の
試
験
が

行
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
教
師
が
「
緑
葉
紅
花
、
能
邀
胡
蝶
」
と
言
い
、
そ
れ
の
対
句
を
作
ら
せ
る
な
ど
で
あ
る
（「
同
窓
」
三
六
頁
）。
答
え
を
求
め
ら
れ
た
梁
山
伯
が
「
金

弓
銀
弾
、
要
打
鴛
…
」
と
言
い
か
け
る
と
、
祝
英
台
が
制
し
て
「
莫
打
鴛
鴦
」
と
結
ぶ
。（
胡
蝶
、
鴛
鴦
と
も
に
二
人
を
暗
示
す
る
。）

Ｊ
、
銭
南
揚
等
著
『
名
家
談
梁
山
伯
与
祝
英
台
（
名
家
談
四
大
伝
説
之
一
）』（
文
化
芸
術
、
二
〇
〇
六
年
）

＊
周
静
書
「
梁
祝“
化
蝶”

成
因
及
其
文
化
意
義
」
は
、
梁
祝
故
事
に
元
来
な
か
っ
た
蝶
に
な
る
場
面
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
検
証
し
て
い
る
（
晋

代
に
遡
る
と
い
う
）。

Ｋ
、
澤
田
瑞
穂
「
考
説
祝
英
台
」（『
中
国
の
伝
承
と
説
話
』
研
文
出
版
、
一
九
八
八
年
）

＊
澤
田
氏
は
、
梁
祝
の
墓
を
訪
ね
、
以
下
の
七
絶
を
詠
ん
で
い
る
（
六
一
～
六
二
頁
）。

「
千
年
唱
説
祝
英
台
、
化
蝶
双
飛
情
可
哀
。
曽
為
諸
生
談
故
事
、
墳
前
今
日
進
香
来
。」

Ｌ
、
梁
祝
（
上
虞
市
信
息
中
心
）

http://w
w

w
.liangzhu.org/default.asp

＊
祝
英
台
の
故
郷
と
さ
れ
る
紹
興
市
上
虞
区
が
作
っ
て
い
る
サ
イ
ト
。
歴
代
の
関
係
記
述
、
戯
曲
、
研
究
、
音
楽
作
品
に
至
る
ま
で
、
原
文
を
も
収
録
す
る
全
面
的
な
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
。〔
二
〇
一
八
年
九
月
九
日
ア
ク
セ
ス
可
〕

Ｍ
、
古
籍
中
提
及
的
上
虞
祝
英
台

2012

年
07
月
17
日 15:39 

上
虞
新
聞
网

http://synew
s.zjol.com

.cn/synew
s/system

/2012/07/17/015221631.shtm
l

＊
関
係
古
籍
の
原
文
が
見
え
る
（
た
だ
し
簡
体
字
）。〔
二
〇
一
八
年
九
月
九
日
ア
ク
セ
ス
可
〕

＊
本
稿
は
平
成
三
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
Ｃ
（
課
題
番
号16K

04800

）「
普
遍
性
と
多
様
性
を
考
慮
し
た
漢
文
教
材
の
開
発
」〔
研
究
代
表
者
・
湯
城
吉

信
〕
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



大東文化大学紀要〈人文科学編〉第 57 号（2019）

234（85）──

（
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
七
日
受
理
）




